
(57)【要約】

【課題】消火モード中において、送風量を段階的に増大

させた中で最小燃焼量にて燃焼させることで、未燃ガス

の残留発生を低減して昇温した火口部にて未燃ガスを良

好に燃焼でき臭い成分を効果的に低減できるとともに、

送風装置の騒音変化も抑えることができる温風暖房機を

提供すること。

【解決手段】暖房運転の停止が要求された際、所定時間

の間、燃料供給装置による燃料供給量を低下して最小燃

焼量状態に保持するとともに、所定時間の間に送風装置

の送風量を段階的に増加させ最大送風量に制御する消火

モードを有する温風暖房機。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 液 体 燃 料 の 気 化 ガ ス と 空 気 と を 混 合 し て 燃 焼 す る 燃 焼 部 と 、 前 記 燃 焼 部 に 燃 料 を 供 給 す
る 燃 料 供 給 装 置 と 、 前 記 燃 焼 部 に 空 気 を 供 給 す る 送 風 装 置 と 、 前 記 燃 焼 部 と 前 記 燃 料 供 給
装 置 と 前 記 送 風 装 置 を 制 御 す る 制 御 部 を 備 え 、 前 記 制 御 部 は 、 暖 房 運 転 の 停 止 が 要 求 さ れ
た 際 、 所 定 時 間 の 間 、 前 記 燃 料 供 給 装 置 に よ る 燃 料 供 給 量 を 低 下 し て 最 小 燃 焼 量 状 態 に 保
持 す る と と も に 、 前 記 所 定 時 間 の 間 に 前 記 送 風 装 置 の 送 風 量 を 段 階 的 に 増 加 さ せ 最 大 送 風
量 に す る 消 火 モ ー ド を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 温 風 暖 房 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 液 体 燃 料 を 気 化 さ せ 、 こ の 気 化 ガ ス を 噴 出 す る ノ ズ ル 部 を 開 閉 す る 開 閉 杆 を 備 え た 気 化
装 置 と 、 前 記 気 化 装 置 か ら の 気 化 ガ ス と 空 気 と の 混 合 ガ ス を 燃 焼 す る 火 口 部 を 備 え た バ ー
ナ と 、 前 記 気 化 装 置 に 燃 料 を 供 給 す る 燃 料 供 給 装 置 と 、 前 記 バ ー ナ に 空 気 を 送 り 込 む と と
も に 燃 焼 熱 を 室 内 に 放 出 す る 送 風 装 置 と 、 前 記 気 化 装 置 と 前 記 燃 料 供 給 装 置 と 前 記 送 風 装
置 を 制 御 す る 制 御 部 を 備 え 、 前 記 制 御 部 は 、 暖 房 運 転 の 停 止 が 要 求 さ れ た 際 、 所 定 時 間 の
間 、 前 記 燃 料 供 給 装 置 に よ る 燃 料 供 給 量 を 低 下 し て 最 小 燃 焼 量 状 態 に 保 持 し 、 消 火 時 に 発
生 し 得 る 未 燃 ガ ス を 低 減 し 、 且 つ 、 こ の 所 定 時 間 の 間 の 最 小 燃 焼 量 状 態 に お い て 前 記 送 風
装 置 の 送 風 量 を 段 階 的 に 増 加 さ せ 最 大 送 風 量 に す る こ と に よ り 、 混 合 ガ ス に お け る 一 次 空
気 の 割 合 を 徐 々 に 大 き く し て 前 記 バ ー ナ の 火 口 部 の 温 度 を 昇 温 し 、 前 記 気 化 装 置 の ノ ズ ル
部 を 閉 止 し た 後 、 前 記 バ ー ナ 内 に 残 留 す る 未 燃 ガ ス を 前 記 昇 温 し た 火 口 部 を 直 ち に 通 過 さ
せ 未 燃 ガ ス を 燃 焼 し て 臭 い 成 分 を 低 減 す る 消 火 モ ー ド を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 温 風 暖 房
機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 運 転 停 止 時 （ 消 火 時 ） で の 未 燃 ガ ス に よ る 臭 気 を 低 減 す る 温 風 暖 房 機 に 関 す
る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 温 風 暖 房 機 は 、 一 般 に 次 の よ う な 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 燃 料 供 給 装 置 １ は 液 体 燃 料 （ 灯 油 ） を 貯 蔵 し た 油 受 皿 ２ の 上 部 に 設
け た 電 磁 ポ ン プ ３ に よ り 液 体 燃 料 を 供 給 す る よ う に 構 成 し 、 気 化 装 置 ４ は 電 磁 ポ ン プ ３ に
よ り 供 給 さ れ る 液 体 燃 料 を ヒ ー タ 加 熱 し て 気 化 す る 気 化 部 ５ と 、 ソ レ ノ イ ド ６ に よ っ て 可
動 す る 開 閉 杆 ７ に よ っ て 開 閉 す る ノ ズ ル 部 ８ か ら 構 成 し 、 前 記 気 化 装 置 ４ の ノ ズ ル 部 ８ か
ら の 気 化 ガ ス を バ ー ナ ９ に 向 か っ て 噴 出 す る よ う 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 更 に 、 気 化 ガ ス の 噴 出 力 と 図 ２ に 示 し た 送 風 装 置 １ ０ の 送 風 量 に よ っ て バ ー ナ 混 合 管 １
１ へ 一 次 空 気 を 供 給 し 、 気 化 ガ ス と 一 次 空 気 と の 混 合 ガ ス と し 、 こ の 混 合 ガ ス を 点 火 装 置
１ ２ に よ っ て 着 火 さ せ 、 バ ー ナ ９ の 火 口 網 部 な ど の 火 口 部 １ ３ を 介 し て 燃 焼 す る よ う 構 成
し て い る 。 ま た 、 送 風 装 置 １ ０ は バ ー ナ ９ の 火 口 部 １ ３ 付 近 で 生 じ る 燃 焼 熱 を 機 外 へ 強 制
排 出 す る と と と も に 、 バ ー ナ 混 合 管 １ １ に 一 次 空 気 を 供 給 す る フ ァ ン １ ４ で 構 成 し 、 こ れ
ら の 各 装 置 を 図 示 し て い な い 制 御 部 に よ っ て 所 望 の 運 転 状 態 に 制 御 す る よ う に 構 成 し て い
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 一 次 空 気 の 量 が 気 化 ガ ス の 噴 出 力 だ け で な く 、 送 風 装 置 １ ０ の 送 風 に よ っ て も 調
整 で き る の は 、 図 ２ の 矢 印 に て 示 す よ う な フ ァ ン １ ４ の 送 風 に よ っ て 燃 焼 室 １ ５ 内 部 と バ
ー ナ ボ ッ ク ス １ ６ 内 部 に 圧 力 差 が 生 じ 、 こ の 圧 力 差 に よ り バ ー ナ ボ ッ ク ス １ ６ 下 部 か ら バ
ー ナ 混 合 管 １ １ 内 に 一 次 空 気 が 押 し 込 ま れ 、 フ ァ ン １ ４ の 回 転 数 を 加 減 す る こ と に よ り 圧
力 差 も 変 化 す る こ と か ら 、 バ ー ナ 混 合 管 １ １ 内 部 に 押 し 込 ま れ る 一 次 空 気 の 量 も 調 整 で き
る た め で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 っ て 、 従 来 の 消 火 時 の 運 転 制 御 は 、 例 え ば ス イ ッ チ 操 作 や 検 知 作 動 な ど に よ っ て 暖 房
運 転 の 停 止 が 要 求 さ れ る と （ 消 火 要 求 ） 、 例 え ば 電 磁 ポ ン プ ３ の 作 動 が 停 止 し て 気 化 装 置
４ へ の 燃 料 供 給 が 停 止 す る と と も に 、 ソ レ ノ イ ド ６ に よ っ て 開 閉 杆 ７ が 可 動 し て 気 化 装 置
４ の ノ ズ ル 部 ８ が 閉 止 し 、 バ ー ナ ９ の 火 口 部 １ ３ の 炎 が 消 炎 し な が ら 消 火 す る と と も に 、
暖 房 機 内 部 の 燃 焼 室 １ ５ 等 を 冷 却 す る こ と を 目 的 と し て 、 送 風 装 置 １ ０ を し ば ら く 作 動 さ
せ 停 止 す る よ う に 制 御 し （ ア フ タ ー ラ ン ） 、 消 火 モ ー ド で の 処 理 運 転 制 御 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 燃 料 供 給 停 止 と 共 に 気 化 装 置 ４ の ノ ズ ル 部 ８ を 閉 止 し て 消 炎 し て い く 過
程 で 、 バ ー ナ ９ の 火 口 部 １ ３ の 炎 が 立 ち ぎ れ て バ ー ナ 混 合 管 １ １ 内 に 未 燃 ガ ス が 残 留 し 、
こ の 未 燃 ガ ス が 燃 焼 さ れ な い ま ま 室 内 へ 放 出 さ れ 、 こ れ が 臭 気 と な っ て 不 快 感 を 与 え る 場
合 が あ る 。 そ こ で 従 来 、 こ の よ う な 消 火 時 の 臭 気 を 低 減 す る た め に 、 暖 房 運 転 の 停 止 が 要
求 さ れ た と き か ら 、 消 火 モ ー ド の 処 理 運 転 動 作 を 終 了 す る ま で の 間 、 例 え ば 図 ４ の よ う に
処 理 運 転 制 御 す る よ う に し た も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ４ よ り 、 暖 房 運 転 の 停 止 が 要 求 さ れ た 際 （ 消 火 モ ー ド 開 始 ） 、 所 定 時 間 Ｔ の 間 、 燃 料
供 給 装 置 １ の 電 磁 ポ ン プ ３ を 制 御 し て 燃 料 供 給 量 を 予 め 設 定 し た 最 小 流 量 と し て 最 小 燃 焼
量 状 態 に 保 持 し 、 消 火 時 バ ー ナ 混 合 管 １ １ 内 に 残 留 し 得 る 未 燃 ガ ス を 低 減 し 、 且 つ 、 こ の
所 定 時 間 Ｔ の 間 の 最 小 燃 焼 量 状 態 に お い て 送 風 装 置 １ ０ の 回 転 数 を 最 大 と し て 送 風 量 を 大
き く し 、 混 合 ガ ス の 一 次 空 気 の 割 合 を 大 き く し て バ ー ナ ９ の 火 口 部 １ ３ を 赤 熱 高 温 に す る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 所 定 時 間 Ｔ 経 過 後 （ 消 火 モ ー ド 停 止 ） に 燃 料 の 供 給 を 停 止 す る と と も に 、 ソ レ
ノ イ ド ６ に よ っ て 開 閉 す る 開 閉 杆 ７ に よ り ノ ズ ル 部 ８ を 閉 止 し た 後 、 送 風 装 置 １ ０ の 従 来
通 り の ア フ タ ー ラ ン 送 風 に よ っ て 、 バ ー ナ 混 合 管 １ １ 内 に 残 留 す る 未 燃 ガ ス を 昇 温 し た 火
口 部 １ ３ を 通 過 さ せ 燃 焼 し 、 臭 い 成 分 を 低 減 す る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ７ ３ ６ ７ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 一 般 的 に 暖 房 機 の 燃 焼 量 と 送 風 量 の 関 係 で は 、 暖 房 機 の 最 小 燃 焼 量 か ら
最 大 燃 焼 量 の 間 で 各 燃 焼 量 に 対 応 し た 送 風 量 を 予 め 設 定 し て い る が 、 前 述 の 消 火 モ ー ド で
は 、 暖 房 運 転 の 停 止 が 要 求 さ れ る 直 前 の 燃 焼 量 に 関 係 な く 、 消 火 モ ー ド に 入 る と 送 風 量 を
最 大 送 風 量 に す る こ と か ら 、 バ ー ナ 混 合 管 内 に お い て 気 化 装 置 か ら の 気 化 ガ ス と 送 風 装 置
か ら 押 し 込 ま れ る 一 次 空 気 の 混 合 が ス ム ー ズ に 行 な わ れ ず 燃 焼 状 態 が 不 安 定 に な る こ と が
あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 特 に 、 暖 房 運 転 の 停 止 が 要 求 さ れ る 直 前 の 暖 房 機 の 燃 焼 量 が 最 小 燃 焼 量 の 場 合 、 最 小 燃
焼 量 に 対 応 し た 最 小 送 風 量 と な っ て い る が 、 消 火 モ ー ド に 入 る と 最 小 送 風 量 か ら 最 大 送 風
量 に 送 風 量 が 急 激 に 変 化 す る こ と か ら 、 気 化 ガ ス と 一 次 空 気 の 混 合 が ス ム ー ズ に 行 な わ れ
ず 不 安 定 な 燃 焼 状 態 と な り 火 口 部 を 赤 熱 高 温 に す る の に 時 間 が か か る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 つ ま り 、 消 火 モ ー ド 中 に お い て 、 最 小 燃 焼 量 状 態 に 保 持 し て い る 際 に 混 合 ガ ス が 完 全 燃
焼 し な い こ と か ら 未 燃 ガ ス が 火 口 部 か ら 噴 出 し た り 、 さ ら に バ ー ナ の 火 口 部 が 高 温 と な っ
て い な い こ と か ら バ ー ナ 混 合 管 内 に 残 留 す る 未 燃 ガ ス が 火 口 部 を 通 過 す る 際 に 完 全 に 燃 焼
さ れ な い た め 、 十 分 な 消 臭 効 果 が 得 ら れ な か っ た 。 言 い 換 え れ ば 、 暖 房 運 転 の 停 止 が 要 求
さ れ る 直 前 の 燃 焼 量 に よ り 消 臭 効 果 に バ ラ ツ キ が 発 生 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 暖 房 運 転 の 停 止 が 要 求 さ れ る 直 前 の 燃 焼 量 が 最 小 燃 焼 量 の 場 合 に は 、 消 火 モ ー
ド に 入 る と 送 風 機 の 送 風 量 が 最 小 送 風 量 か ら 最 大 送 風 量 に 変 化 す る た め 送 風 装 置 や フ ァ ン
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か ら の 騒 音 変 化 が 発 生 す る た め 、 使 用 者 に 不 快 感 を 与 え る と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の も の で 、 消 火 モ ー ド 中 に お い て 、 送 風 量 を 段 階 的 に
増 大 さ せ た 中 で 最 小 燃 焼 量 に て 燃 焼 さ せ る こ と で 、 未 燃 ガ ス の 残 留 発 生 を 低 減 し て 昇 温 し
た 火 口 部 に て 未 燃 ガ ス を 良 好 に 燃 焼 で き 臭 い 成 分 を 効 果 的 に 低 減 で き る と と も に 、 送 風 装
置 の 騒 音 変 化 も 抑 え る こ と が で き る 温 風 暖 房 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 液 体 燃 料 の 気 化 ガ ス と 空 気 と を 混 合 し て 燃 焼 す る 燃 焼 部 と 、 前 記 燃 焼 部 に 燃
料 を 供 給 す る 燃 料 供 給 装 置 と 、 前 記 燃 焼 部 に 空 気 を 供 給 す る 送 風 装 置 と 、 前 記 燃 焼 部 と 前
記 燃 料 供 給 装 置 と 前 記 送 風 装 置 を 制 御 す る 制 御 部 を 備 え 、 前 記 制 御 部 は 、 暖 房 運 転 の 停 止
が 要 求 さ れ た 際 、 所 定 時 間 の 間 、 前 記 燃 料 供 給 装 置 に よ る 燃 料 供 給 量 を 低 下 し て 最 小 燃 焼
量 状 態 に 保 持 す る と と も に 、 前 記 所 定 時 間 の 間 に 前 記 送 風 装 置 の 送 風 量 を 段 階 的 に 増 加 さ
せ 最 大 送 風 量 に す る 消 火 モ ー ド を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 温 風 暖 房 機 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 液 体 燃 料 を 気 化 さ せ 、 こ の 気 化 ガ ス を 噴 出 す る ノ ズ ル 部 を 開 閉 す る 開 閉 杆 を 備 え
た 気 化 装 置 と 、 前 記 気 化 装 置 か ら の 気 化 ガ ス と 空 気 と の 混 合 ガ ス を 燃 焼 す る 火 口 部 を 備 え
た バ ー ナ と 、 前 記 気 化 装 置 に 燃 料 を 供 給 す る 燃 料 供 給 装 置 と 、 前 記 バ ー ナ に 空 気 を 送 り 込
む と と も に 燃 焼 熱 を 室 内 に 放 出 す る 送 風 装 置 と 、 前 記 気 化 装 置 と 前 記 燃 料 供 給 装 置 と 前 記
送 風 装 置 を 制 御 す る 制 御 部 を 備 え 、 前 記 制 御 部 は 、 暖 房 運 転 の 停 止 が 要 求 さ れ た 際 、 所 定
時 間 の 間 、 前 記 燃 料 供 給 装 置 に よ る 燃 料 供 給 量 を 低 下 し て 最 小 燃 焼 量 状 態 に 保 持 し 、 消 火
時 に 発 生 し 得 る 未 燃 ガ ス を 低 減 し 、 且 つ 、 こ の 所 定 時 間 の 間 の 最 小 燃 焼 量 状 態 に お い て 前
記 送 風 装 置 の 送 風 量 を 段 階 的 に 増 加 さ せ 最 大 送 風 量 に す る こ と に よ り 、 混 合 ガ ス に お け る
一 次 空 気 の 割 合 を 徐 々 に 大 き く し て 前 記 バ ー ナ の 火 口 部 の 温 度 を 昇 温 し 、 前 記 気 化 装 置 の
ノ ズ ル 部 を 閉 止 し た 後 、 前 記 バ ー ナ 内 に 残 留 す る 未 燃 ガ ス を 前 記 昇 温 し た 火 口 部 を 直 ち に
通 過 さ せ 未 燃 ガ ス を 燃 焼 し て 臭 い 成 分 を 低 減 す る 消 火 モ ー ド を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 温
風 暖 房 機 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 述 の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 消 火 モ ー ド 中 に お い て 、 バ ー ナ 混 合 管 内 の 未 燃 ガ ス
を 低 減 し 、 バ ー ナ 混 合 管 内 に 残 留 す る 未 燃 ガ ス を 火 口 部 に て 完 全 に 燃 焼 で き る た め 臭 い 成
分 を 効 果 的 に 低 減 で き る と と も に 、 送 風 装 置 の 騒 音 変 化 も 抑 え る こ と が で き る た め 使 用 者
に 不 快 感 を 与 え る こ と が な く な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 好 適 と 考 え る 本 発 明 の 最 良 の 形 態 を 、 本 発 明 の 作 用 効 果 を 示 し て 簡 単 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は 、 暖 房 運 転 の 停 止 が 要 求 さ れ た 際 、 所 定 時 間 の 間 、 燃 料 供 給 装 置 に よ る 燃 料 供
給 量 を 低 下 し て 最 小 燃 焼 量 状 態 に 保 持 す る と と も に 、 所 定 時 間 の 間 に 送 風 装 置 の 送 風 量 を
段 階 的 に 増 加 さ せ 最 大 送 風 量 に す る 消 火 モ ー ド を 備 え た 温 風 暖 房 機 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 す な わ ち 、 暖 房 運 転 の 停 止 が 要 求 さ れ る 直 前 の 燃 焼 量 が 最 小 燃 焼 量 で あ っ て も 、 送 風 量
が 段 階 的 に 増 加 し て 最 大 送 風 量 と な る こ と か ら 、 バ ー ナ 混 合 管 内 で 気 化 ガ ス と 一 次 空 気 の
混 合 が ス ム ー ズ に 行 な わ れ 最 小 燃 焼 量 で 送 風 量 の 多 い 安 定 し た 燃 焼 が 保 持 さ れ 、 バ ー ナ の
火 口 部 で 一 次 空 気 の 多 い 混 合 ガ ス が 燃 焼 す る こ と か ら 、 火 口 部 の 温 度 が 確 実 に 昇 温 し て 赤
熱 高 温 に 達 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 運 転 停 止 前 が 必 ず 最 小 燃 焼 量 の 燃 焼 状 態 で あ る こ と か ら 、 バ ー ナ 混 合 管 内 に 残 留
す る 未 燃 ガ ス を 低 減 で き 、 気 化 装 置 の ノ ズ ル 部 を 閉 止 し た と き バ ー ナ 混 合 管 内 に 未 燃 ガ ス
が 残 留 し て も 、 火 口 部 が 高 温 に 昇 温 さ れ て い る た め 、 こ の 昇 温 し た 火 口 部 を 未 燃 ガ ス が 直
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ち に 通 過 す る た め に 良 好 に 燃 焼 さ れ 臭 い 成 分 を 効 率 よ く 低 減 で き る 。 す な わ ち 、 暖 房 運 転
の 停 止 が 要 求 さ れ る 直 前 の 燃 焼 量 に よ り 消 臭 効 果 に バ ラ ツ キ が 発 生 し な く な り 、 非 常 に 優
れ た 消 臭 効 果 を 発 揮 で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 暖 房 運 転 の 停 止 が 要 求 さ れ る 直 前 の 燃 焼 量 が 最 小 燃 焼 量 の 場 合 に は 、 消 火 モ ー
ド に 入 る と 送 風 装 置 の 送 風 量 が 最 小 送 風 量 か ら 段 階 的 に 最 大 送 風 量 に 変 化 す る こ と か ら 送
風 装 置 や フ ァ ン か ら の 騒 音 変 化 が 抑 え ら れ る た め 、 使 用 者 に 不 快 感 を 与 え る こ と が な く な
る の で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ に お い て 、 燃 料 供 給 装 置 １ は 、 液 体 燃 料 （ 灯 油 ） を 貯 蔵 し た 油 受 皿 ２ の 上 部 に 電 磁
弁 式 の 電 磁 ポ ン プ ３ を 設 け 、 こ の 電 磁 ポ ン プ ３ の 作 動 に よ り 気 化 装 置 ４ へ 燃 料 を 供 給 す る
よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 気 化 装 置 ４ は 、 供 給 さ れ た 灯 油 を 気 化 部 ５ へ 導 入 し 、 気 化 部 ５ で ヒ ー タ 加 熱 に よ り 気 化
し 、 ソ レ ノ イ ド ６ に よ っ て 可 動 す る 開 閉 杆 ７ に よ っ て 開 閉 す る ノ ズ ル 部 ８ よ り 、 気 化 ガ ス
を バ ー ナ ９ へ 噴 出 す る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 気 化 装 置 ４ の ノ ズ ル 部 ８ よ り 噴 出 さ れ る 気 化 ガ ス は 、 バ ー ナ 混 合 管 １ １ へ 噴 出
さ れ 、 こ の 時 の 噴 出 力 と 図 ２ に 示 し た 送 風 装 置 １ ０ の 送 風 に よ っ て バ ー ナ 混 合 管 １ １ に 空
気 が 一 次 空 気 と し て 押 し 込 ま れ 、 気 化 ガ ス と 一 次 空 気 の 混 合 ガ ス と な り 、 こ の 混 合 ガ ス が
点 火 装 置 １ ２ に よ っ て 着 火 さ れ 、 バ ー ナ ９ の 火 口 部 １ ３ （ 例 え ば 火 口 網 ） を 介 し て 燃 焼 す
る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 図 ２ の 送 風 装 置 １ ０ は 、 火 口 部 １ ３ 付 近 で 生 じ る 燃 焼 熱 を 機 外 へ 強 制 排 気 す る と
と も に 、 こ の 送 風 装 置 １ ０ の 送 風 量 の 大 小 に よ っ て 、 バ ー ナ 混 合 管 １ １ に 噴 出 さ れ る 気 化
ガ ス と 混 合 さ れ る 一 次 空 気 の 量 を 加 減 す る フ ァ ン １ ４ で 構 成 し て い る
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 暖 房 機 の 運 転 状 態 を 制 御 す る 図 示 し て い な い 制 御 部 は 、 電 磁 ポ ン プ ３ の 作 動 を
制 御 し て ポ ン プ 流 量 を 調 整 し 、 燃 料 の 供 給 量 を 加 減 制 御 す る と と も に 、 こ れ に 応 じ て フ ァ
ン １ ４ の 回 転 数 を 調 整 制 御 し 、 さ ら に 気 化 装 置 ４ へ も 燃 料 供 給 量 の 大 小 に 応 じ て ヒ ー タ へ
の 供 給 電 力 量 を 加 減 制 御 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う な 制 御 部 に よ っ て 暖 房 運 転 制 御 さ れ る 温 風 暖 房 機 に お い て 、 暖 房 運 転 の 停 止 が
要 求 さ れ た 際 、 す な わ ち 使 用 者 が 運 転 ス イ ッ チ や 消 火 ス イ ッ チ を 押 し て 消 火 モ ー ド に 入 っ
た 場 合 や 、 検 知 作 動 な ど の よ っ て 消 火 モ ー ド に 変 更 さ れ た 場 合 に 、 図 ３ の よ う に 作 動 制 御
さ れ る 消 火 モ ー ド を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 上 記 し た 構 成 に お け る 動 作 を 図 ３ に よ り 説 明 す る 。 暖 房 運 転 の 停 止 が 要 求 さ れ た
際 （ 消 火 モ ー ド 開 始 ） 、 所 定 時 間 Ｔ の 間 、 燃 料 供 給 装 置 １ の 電 磁 ポ ン プ ３ を 制 御 し て 供 給
量 を 最 小 流 量 と し て 最 小 燃 焼 量 状 態 に 保 持 し 、 消 火 時 バ ー ナ 混 合 管 １ １ 内 に 残 留 し 得 る 未
燃 ガ ス を 低 減 し 、 且 つ 、 こ の 所 定 時 間 Ｔ の 間 の 最 小 燃 焼 量 状 態 に お い て 送 風 装 置 １ ０ の 回
転 数 を 段 階 的 に 増 加 さ せ 最 大 送 風 量 に し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 例 え ば 、 従 来 の 方 法 で は 暖 房 運 転 の 停 止 が 要 求 さ れ る 直 前 の 暖 房 機 の 燃 焼 量 が 最 小 燃 焼
量 の 場 合 、 送 風 量 は 最 小 燃 焼 量 に 対 応 し て 最 小 送 風 量 と な っ て い る が 、 消 火 モ ー ド に 入 る
と 同 時 に 送 風 量 を 最 大 に す る と 最 小 送 風 量 か ら 最 大 送 風 量 に 送 風 量 が 急 激 に 変 化 す る こ と
か ら 、 気 化 ガ ス と 一 次 空 気 の 混 合 が ス ム ー ズ に 行 な わ れ ず 不 安 定 な 燃 焼 状 態 と な り 火 口 部
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１ ３ を 赤 熱 高 温 に す る の に 時 間 が か か る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 し か し 、 本 発 明 で は 送 風 量 を 段 階 的 に 増 加 さ せ て 最 大 送 風 量 と す る こ と か ら 、 バ ー ナ 混
合 管 １ １ 内 で 気 化 ガ ス と 一 次 空 気 の 混 合 が ス ム ー ズ に 行 な わ れ 最 小 燃 焼 量 で 送 風 量 の 多 い
安 定 し た 燃 焼 が 保 持 さ れ 、 バ ー ナ ９ の 火 口 部 １ ３ で 一 次 空 気 の 多 い 混 合 ガ ス が 完 全 燃 焼 す
る こ と か ら 、 火 口 部 １ ３ の 温 度 は 確 実 に 昇 温 し て 赤 熱 高 温 に 達 す る の で あ る 。 な お 、 前 述
の 最 小 流 量 と 最 大 送 風 量 は 通 常 燃 焼 時 の 予 め 設 定 さ れ た 最 小 流 量 と 最 大 送 風 量 に 限 定 さ れ
る も の で は な く 、 電 磁 ポ ン プ ３ と 送 風 装 置 １ ０ を 制 御 で き る 限 界 の 最 小 流 量 と 最 大 送 風 量
に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 所 定 時 間 Ｔ 経 過 後 （ 消 火 モ ー ド 停 止 ） に 燃 料 の 供 給 を 停 止 す る と 共 に 、 ソ レ ノ
イ ド ６ の 可 動 に よ っ て 開 閉 す る 開 閉 杆 ７ に よ り ノ ズ ル 部 ８ を 閉 止 し た 後 、 送 風 装 置 １ の 従
来 通 り の ア フ タ ー ラ ン 送 風 に よ っ て 、 バ ー ナ 混 合 管 １ １ 内 に 残 留 す る 未 燃 ガ ス を 昇 温 し た
火 口 部 １ ３ を 通 過 さ せ 未 燃 ガ ス を 燃 焼 し 、 臭 い 成 分 を 低 減 す る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 し た が っ て 、 運 転 停 止 前 が 必 ず 最 小 燃 焼 量 の 燃 焼 状 態 で あ る こ と か ら 、 バ ー ナ 混 合 管 １
１ 内 に 残 留 す る 未 燃 ガ ス を 低 減 で き 、 し か も 気 化 装 置 ４ の ノ ズ ル 部 ８ を 閉 止 し た と き バ ー
ナ 混 合 管 １ １ 内 に 未 燃 ガ ス が 残 留 し て も 、 前 述 の よ う に 火 口 部 １ ３ が 高 温 に 昇 温 さ れ て い
る こ と か ら 、 こ の 昇 温 し た 火 口 部 １ ３ を 未 燃 ガ ス が 直 ち に 通 過 す る た め に 良 好 に 未 燃 ガ ス
は 燃 焼 さ れ 臭 い 成 分 を 効 率 よ く 低 減 で き る 。 す な わ ち 、 暖 房 運 転 の 停 止 が 要 求 さ れ る 直 前
の 暖 房 機 の 燃 焼 量 に よ り 消 臭 効 果 に バ ラ ツ キ が 発 生 す る こ と が な く な り 、 非 常 に 優 れ た 消
臭 効 果 を 発 揮 で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 暖 房 運 転 の 停 止 が 要 求 さ れ る 直 前 の 燃 焼 量 が 最 小 燃 焼 量 の 場 合 に は 、 消 火 モ ー
ド に 入 る と 送 風 装 置 の 送 風 量 が 最 小 送 風 量 か ら 段 階 的 に 最 大 送 風 量 に 変 化 す る こ と か ら 送
風 装 置 １ ０ や フ ァ ン １ ４ か ら の 騒 音 変 化 が 抑 え ら れ る た め 、 使 用 者 に 不 快 感 を 与 え る こ と
が な く な る の で あ る 。 尚 、 本 実 施 例 で は 送 風 装 置 １ ０ の 送 風 量 を ２ 段 階 に て 最 大 送 風 量 と
し て い る が 、 本 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 従 来 例 及 び 本 実 施 例 の 気 化 装 置 、 燃 料 供 給 装 置 、 バ ー ナ の 概 略 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 例 及 び 本 実 施 例 の 一 次 空 気 が フ ァ ン に よ り バ ー ナ 混 合 管 に 供 給 さ れ る こ と を
説 明 す る 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 例 の 制 御 動 作 を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 例 の 制 御 動 作 を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ 　 　 燃 料 供 給 装 置
　 ４ 　 　 気 化 装 置
　 ７ 　 　 開 閉 杆
　 ８ 　 　 ノ ズ ル 部
　 ９ 　 　 バ ー ナ
　 １ ０ 　 送 風 装 置
　 １ ３ 　 火 口 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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